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計画策定の背景 

 

 一昨年に発生した新型コロナウイルスは全世界に感染拡大、日本においても緊

急事態宣言が発令されるなど、現在も国民の生活に大きな影響を受けている。当

事業所においても令和４年度内に３回の施設内感染が発生、その内の１回は複数

の入居者と職員が感染しクラスターとなり、事業所運営に大きな打撃を与えた。   

令和５年度においては、新型コロナウイルス感染症法上の分類が５月に「５類」

に移行することが決定されたが、引き続き感染対策には万全を期しながら、事業

の継続が求められている。 

また、昨年度更なる「業務継続に向けた取組みの強化」「災害への地域と連携し

た対応の強化」が介護報酬改定で示された。 

このことにより、計画の策定、研修でだけではなく、訓練（シミュレーション）

の実施が義務付けられ、より具体的な備えを行う必要がある。 

地域と連携しながら、災害時の防災対策や感染対策を行うと共に、安定的な介

護サービスを提供していくため、介護の質の向上を図りつつ、利用者の様々なニ

ーズに対応していくことが求められている。 

また、高齢者人権擁護（虐待防止等）の取組や職員の処遇改善に努め、経営組

織のガバナンスの強化や事業運営の透明性の向上等の改革を進めるとともに、地

域における公益的な取り組みを実施する責務や介護人材の確保を推進するための

措置を講ずることとした。 



昨年度、事業再開を目指していながら新型コロナ感染症の影響等により実現出

来なかった通所介護事業所について、地域のニーズに対応した新通所介護事業所

開業を行うため、事前準備を推し進め早期の認可、サービス提供開始を行う。 

 

法人・施設としては、社会福祉法の本旨に従い、社会環境の変化や地域の福祉

ニーズを踏まえつつ、様々な援助が必要な方に対し、施設の持つノウハウや機能

を活かしたサービスに努めると共に、国が推進する自立支援・重度化防止の取組

に沿って、質の評価やデータ活用を行いながら、科学的に効果が裏付けられて質

の高いサービスの提供を目指すこととする。 

また、職員が使命感を発揮できる魅力ある職場づくりと安定したサービスを提

供するための人材確保、公平かつ健全な施設運営などを踏まえ「令和５（2023）

年度重点事業実施計画」を策定した。 



令和５（2023）年度重点事業実施計画 

○ 職員処遇改善事業 

  介護職員処遇改善加算の拡充、特定処遇改善加算に加え、あらたにベースアップ等支援加算

が取り入れられ、当法人もこの内容を適用し、職員の雇用管理の改善や定着率向上を推進して

きたところである。 

今年度においてもこの制度を継続運用し、介護職員及び介護職以外の職員についても処遇改

善を図ることとする。併せて交替制勤務職員の健康管理を考慮し、勤務体系表については弾力

的な対応に努める。 

また、ICTの活用、導入を計り職員の負担軽減を図れるよう努める。 

 

○ 個別ケア推進事業 

  入居者一人ひとりの意思及び人格を尊重したケアを推進するため、全職員が誇りと強い使命

感のもと、識見、人格を保持し次の事業を推進する。 

 ・虐待を未然に防止するための研修等の開催及び迅速な対応に向けた情報の共有 

 ・入居者状態の不断の把握と２４時間シートの効率的な活用 

・早出、遅出、日勤、夜勤、休憩などユニットの特徴を活かした弾力的な勤務シフト 

 ・職種間（介護職員、看護職員、生活相談員、介護支援専門員等）の連携強化 

 ・職員の外部研修への派遣、リモートによる研修への参加 

 

○ 入居者重度化対応事業 

  入居者が安らぎに満ちた日常生活を営むことができるよう、常に入居者の状態を把握し、持

てる機能の維持向上を視野に入れたケア体制の検討を行い、特に要介護度の高い入居者に対し

ては、ハード、ソフト両面からの検討改善を継続して行うとともに、入居者のケア記録の更新

を怠ることなく、入居者の希望，習慣、状態等を把握し、誰もが入居者の状態を共有できるよ

うにする。 

また、高齢化や介護度の重度化に伴い、医療的ケアを必要とする入居者が増加しているので、

介護職員も医療的行為ができるよう、医療的指導看護師による医療的行為の研修を実施する。 

 

○  居住環境・設備機器等整備事業 

耐用年数の経過などから整備を必要とする事業が見込まれ、入居者（利用者）の安全、安

心を確保する観点から、施設、設備機器等の整備を行うこととする。現在予定されるものは

次のとおりで、緊急性の度合いにより順次行う。 

・送迎車両等の定期点検及び更新 

・特殊浴槽の定期点検 

・車椅子の更新及び入居者の状態に対応した車椅子導入（リクライニング式等） 



・給水設備、給湯設備、空調設備等の点検補修 

・施設建物の補修 

○ 自然環境整備事業 

  恵まれた自然環境の保持と、入居者の方々が生きがいを感じることのできる快適な環境の整

備に努める。（花木植栽・花壇整備等） 

 

○ 職員研修事業 

  関係機関が主催する外部研修への参加、また、施設内においては、外部講師を招聘しての専

門研修や各種委員会単位でのテーマ別研修の実施し、オンライン研修の実施など、提供するサ

ービスの質の向上、職員のスキルアップに努める。 

・一般研修 

  職員として必要な一般的知識及び技術又は技能を修得させるため行う研修 

  （新規採用職員実務研修・接遇研修・OJT担当職員育成研修） 

・専門研修 

職員が職務遂行上必要とする専門的知識及び技術を修得させるため行う研修 

（事務職・介護職・看護職・介護支援専門員・生活相談員・栄養士等の専門研修） 

無資格職員の認知症基礎研修の受講。介護職員初任者研修、実務者研修の受講 

・委員会研修 

各種委員会のそれぞれの目的を達成するために必要とする専門的研修及び技術を習得させ

るため行う研修 

（感染症対策委員会・事故防止対策委員会・身体拘束廃止委員会・給食委員会等） 

・先進施設視察研修等 

 

○ 地域貢献・交流事業 

  地域における公益的な取り組みを可視化するとともに、入居者を中心とした地域交流事業及

び地元自治会、老人クラブ等関係団体との交流に努める。 

・職員の専門性を活用した介護相談、健康相談、栄養教室等講座の開催 

・納涼祭、敬老会等各種事業に招待しての交流促進 

・地域イベントへの積極的参加による交流促進 

・ボランティア団体との交流促進 

・いちごハートネット事業への参加 

 



事 業 運 営 の 基 本 

 

◎ 基本目標 

1． 入居者一人ひとりの生命、人権、財産、プライバシー、意志、尊厳等を重視し、安心

と心豊かで潤いのある生活の保障と、自立・自己実現を目指す。 

2． 恵まれた自然・社会環境の中で、入居者を孤立・引きこもりから解放し、明るく、暖

かく、安らぎに満ちた家庭的な雰囲気に包まれた、快適な居住環境を創造する。 

3． 入居者は、常に安全と心身の健康が保持され、家族、知己、仲間等との交流や個人の

趣向、意欲、張り、思いやり等が十分生かせる楽しい日々の暮らしをスタッフと共に

営む。 

4． スタッフは、常に円熟した自信、誇り、使命感、識見、人格を保持し、更に対人援助

知識・技術の修得、涵養に努め、一人ひとりの入居者に最も適合した高質の福祉サー

ビスを提供する。 

5． 常に地域の人々、家庭、行政、関係機関・施設・団体等との緊密な連携・交流を基盤

に、本施設の機能、サービス、情報等が地域に開かれ、また、周囲の人々の理解と協

力を得て、地域福祉推進の核、拠点となる総合的な生活福祉センターの確立をめざす。 

 

◎ 基本方針 

基本目標を達成するため次の二つを基本とする。 

1． 奉仕の精神 

2． 感謝の心 

 

◎ 介護運営方針 

介護の質の向上を目指し入居者本位の介護の推進のため、次の項目を介護の柱とする。 

1． ノーと言わない対応 

2． 拘束ゼロの徹底 

3． 安全第一 

4． 礼儀作法の遵守 

5． 個人の権利の尊重 

 

◎ 管理運営の方針 

施設の管理運営の正確性と効率性の達成のために次の二つを掲げ、管理運営の基本とする。 

１． 計数管理の徹底 

２． 介護報酬管理の徹底 



 事業推進の重要目標 

 

第１．法人本部 

 （１）関係官公署・地方自治体、関係機関・団体等との連携強化を図る。 

 （２）報道機関をはじめ、広く関係方面及び地域住民への広報・宣伝活動を計画的に行う。 

  （３）経営主体の安定化を図る具体的方策を検討するとともに、施設・事業の保全、管理、運

営の各部門にわたって万全を期する。 

 （４）理事会、評議員会等を開催する。（５月下旬、６月中旬、３月下旬、他必要に応じて） 

 （５）職員の健康診断等を実施する。 

 （６）その他 

  

第２．特別養護老人ホームきぬ川苑 （地域密着型特養を含む） 

 （１）入居者のアセスメントにより状態を把握し、入居者・家族の意向を踏まえた上で、カン

ファレンスを行い、サービスの目標、達成時期及びサービスの内容、留意点等を盛り込

んだ個別の施設サービス計画を作成する。 

 （２）入居者の個別計画に基づき、その人らしい自立（自律）した日常生活を営むことができ

るように、ADL（日常生活動作）とQOL（生活の質）の向上に取り組む。 

    また、入居者に対し、自宅での生活に限りなく近いものにし、入居者の意思と自己決定

を最大限尊重したケア（個別ケア）の実現に努める。 

 （３）入居者の要介護度の高度化に伴い医療機関との連携を強化し、緊急時の迅速な対応とタ

ーミナルケアの環境を維持する。 

 （４）入居者のヘルスケアサービスの一環として、嘱託医師、管理栄養士及び介護支援専門員

等が共同して、入居者個々人の最適な栄養ケア・マネジメントを行う。 

 （５）職員の介護力の向上に努める。 

 

第３．ショートステイきぬ川苑（指定短期入所生活介護事業） 

（１）介護支援専門員のケアプランに基づき、サービスの目標、達成時期及びサービスの内容、

留意点等を盛り込んだ個別の施設サービス計画を作成する。 

（２）個別計画に基づき、利用者の ADL とQOL の向上に努め、自立した在宅生活を営むこ

とができるよう支援する。 

（３）常に利用者の心身の状況、その置かれている環境等を的確に把握して、本人及び家族に

対し、相談・助言を行う。 

 （４）介護サービスの提供に際しては、利用者のニーズに沿った柔軟で、利用しやすく、かつ

信頼できる支援体制を整える。 

 

第４．デイサービスセンターきぬ川愛泉（通所介護事業） 開設準備中 

 （１）地域のニーズに合った魅力あるサービスの提供について検討し、実行する。また、利用

者の指定居宅介護支援事業者と連携を図る一方、他の指定居宅介護支援事業者とも常に

関係を深め、新規利用者の開拓に努める 



 （２）介護支援専門員によるケアプランに基づき、利用者個々の多様なニーズに即して適宜、

適切なプログラムを策定・実施し、本人の持つ能力の発現、自己決定の促進等本人のエ

ンパワーメント支援を確立する。 

 （３）特に個々の利用者の生活歴、趣味、意志や、現在の心身の状況の把握を行い、ニーズに

沿ったプログラムの提供に努める。 

 （４）介護予防の視点から効果的な機能訓練、入浴方法、活動参加に努めるとともに、家庭と

の連携を図り、家族の精神的，肉体的介護負担の軽減を図る。 

  

第５．ケアプランセンター愛泉（居宅介護支援事業） 

 （１）指定居宅介護支援サービス利用のための「相談業務」及び「居宅介護サービス計画の作

成」をはじめ、在宅介護に関する総合的な業務を積極的に推進する。 

 （２）事業の実施に当たっては、利用者の心身、家族の状況等に応じ、継続的かつ計画的に利

用者にとって最良の指定居宅サービスが受けられるよう関係行政機関、指定居宅サービ

ス事業者、その他保健、福祉、医療の関係機関との積極的な連携を図る。 

 （３）地域包括支援センターから委託を受け介護予防プランを策定し、利用者の自立支援と要

介護状態になることを防ぐことに努める。 

 

第６．ヘルパーセンター愛泉（訪問介護事業） 

 （１）介護支援専門員による利用者のケアプランに基づいて、訪問介護計画を策定し利用者が

日常生活を営むのに必要な身体介護、生活援助サービスを効果的に提供する。 

 （２）常に介護技術の進歩に対応して適切な介護技術の提供に努める。 

 （３）訪問介護者は、常に利用者の心身の状況、その置かれている環境、家族の状況等を的確

に把握し、介護支援専門員との連絡を密にする。 

（４）他の指定居宅介護支援事業者に新規利用者の紹介・斡旋方を依頼することに努める。 

（５）ADL低下を防ぎ自立に向けての予防的支援を進める。 

 

 

第７．資金計画 

   別添、収支予算書のとおり 

 



施設・事業体制の概要 

 

設置主体  社会福祉法人 愛 泉 会 

 

 

１．所在地 〒３２１－２５２３ 

TEL ０２８８－７０－３１１０ 

栃木県日光市高徳６１９番地３ 

FAX ０２８８－７０－３１１２ 

 

２．定 員  （１）特別養護老人ホーム『きぬ川苑』          ５０名 

       （２）特別養護老人ホーム『きぬ川苑』 「地域密着型」  ２０名 

       （３）ショートステイ『きぬ川苑』            １０名 

       （４）デイサービスセンター『きぬ川愛泉』      開設準備中 

 

３．施設の目的・機能 

（１）特別養護老人ホーム『きぬ川苑』（指定介護老人福祉施設） 

（２）特別養護老人ホーム『きぬ川苑』（指定地域密着型介護福祉施設入所者生活介護施設） 

    可能な限り居宅における生活への復帰を念頭に置いて、入浴、排泄、食事等の介護、相

談及び援助、社会生活上の便宜の供与、その他の日常生活上の世話、機能訓練、健康管

理及び療養上の看護を行うことにより、入居者がその有する能力に応じ自立（自律）し

た日常生活を営むことができるようにすることを目的とする。 

 （３）ショートステイ『きぬ川苑』（指定短期入所生活介護事業） 

    利用者がその有する能力に応じ、可能な限り自立した生活を営むことができるように、

入浴、排泄、食事等の介護、その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、

利用者の心身機能の維持又は機能低下の予防並びに家族の身体的・精神的負担の軽減を

図る。 

 （４）デイサービスセンター『きぬ川愛泉』（指定通所介護事業） 開設準備中 

    利用者がその有する能力に応じ、可能な限り自立した生活を営むことができるよう、通

所により必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行う。そのことにより、利用者の社会

的孤立感の解消及び心身機能の維持並びに家族の介護負担の軽減を図る。 

 （５）ケアプランセンター愛泉（指定居宅介護支援事業） 

    介護支援専門員（ケアマネジャー）により、利用者（要介護者等）の意思及び人格を尊

重し、常に利用者の立場に立って必要なサービスが提供されるようケアプランを作成し、

そのサービスが適正に行われるよう関係機関との連絡調整を行う。また、利用者やその

家族が持った生活課題と社会資源を結びつけ、利用者の自立を支援し、生活の質を高め

るようにする。 

 

 



 （６）ヘルパーセンター愛泉（指定訪問介護事業） 

    要介護者等の心身の特性を踏まえて、その利用者が可能な限りその居宅において、その

人の有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、身体介護（食事、入

浴、排泄、通院介助）及び生活援助（買い物、洗濯、調理等）その他日常生活全般にわ

たる支援を行う。 

 

４．職員構成 ５７名 

  ◎ きぬ川苑（特別養護老人ホーム、ショートステイ） 

     施設長 １名  事務長 １名  事務員 ２名  生活相談員 １名    

ケアアマネ １名  介護職員 ２１名  看護職員 ３名 

     機能訓練指導員 １名  管理栄養士 １名  用務員兼運転手 ３名 

  ◎ きぬ川苑（地域密着型特別養護老人ホーム） 

     施設長（兼）  事務長（兼）  事務員（兼）  生活相談員 １名（兼） 

     ケアマネ（兼） 介護職員１３名  看護職員 ２名 

     機能訓練指導員（兼）  管理栄養士（兼） 

  ◎ ケアプランセンター愛泉 

     管理者 １名（兼）  介護支援専門員 １名 

  ◎ ヘルパーセンター愛泉 

     管理者 １名（兼）  サービス提供責任者 １名  訪問介護職員 ２名 

 

５．施設概要   敷地面積 ８，６６４．１８㎡（新設、1,787.4 ㎡を含む） 

         建物面積 ４，０２５．９５㎡（新築、 872.58㎡を含む） 

 

  構  造（既存分）   鉄筋コンクリート（一部鉄骨造）二階建  

   

建物内容  １ 階 

         事務室、会議室、宿直室、面接室、相談室、家族介護教室、 

         家族宿泊室、霊安室、浴室、特殊浴室、デイコーナー、食堂、 

         厨房、機能回復訓練室、男女更衣室、倉庫、洗濯室、湯沸室、 

         トイレ５ヵ所 

        ２ 階 

         居室  ★４人室：１０室  ★２人室：２室  ★個室：１６室 

         食堂及びテｲ―ルーム １ヵ所、 トイレ １３ヵ所、 

         ケア・ユニット ４ヵ所、 エレベーター、 階段、 医務室、 

         介護職員室、 浴室、 特殊浴室、 非常階段 ２ヵ所 

  

  構  造（新築分）  鉄筋コンクリート造 平屋建 

 

  建物内容  平 屋 

 



         居室  ★個室：２０室   

         玄関 ２ヵ所、 共同生活室 ２ヵ所、 セカンドリビング ２ヵ所、 

         談話コーナー ４ヵ所、 キッチン ２ヵ所、 一般浴室 ２ヵ所 

         特殊浴室 １ヵ所、 トイレ ６ヵ所、倉庫、リネン倉庫、介護材料室、 

         更衣室（女性用）、 汚物処理室 ２ヵ所  


